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はじめに
沖縄戦が始まると、米は沖縄を占領下に置き、戦後も続いた。米軍による統治は 1972 年 5 月






いえる。1990 年代終わりから 2000 年に入って、戦争花嫁に関する研究では安良や島田らの研究











 1.1  戦後沖縄と女性
 1.2  女性たちにとっての「戦争花嫁」という選択～イメージと現実
 1.3  「戦争花嫁」を取り巻く法規制
2.  「逆戦争花嫁」アメリカから沖縄に渡ってきた川平ワンダリー
 2.1  戦後初の「逆戦争花嫁」の「沖縄人」夫、川平朝清






















































































































































1945 年 12 月 28 日に「戦争花嫁法」（公法 271 号）が制定され、第二次世界大戦に従事した米
国兵士および軍属の配偶者及びその子供は、アメリカへの入国が認められるようになった。しかし、
帰化不能外国人であった日本人花嫁はその適用外であった。1946 年 6 月 29 日には G・I フィアン
セ法（公法 471 号）で、人種による入国差別は法的には改正された 18。けれども、同法においても
排日移民法の適用により日本人花嫁はアメリカへの入国が認められなかった。この事態の打開に向
け、日系アメリカ人市民連盟（JACL）の反差別委員会は連邦政府に働きかけ、1947 年 7 月 22 日
には公法 213 として、改正戦争花嫁法が制定された。同改正法により、米兵士及軍属の日本人妻
のアメリカ入国が認められたため、公法 213 は「日本人花嫁法」とも呼ばれる 19。ただし、同改正
法の有効期間は、1947 年 7 月 22 日から 8 月 21 日の 30 日間に結婚の申請が行われたケースに限
られた。同法はその後一か月では短すぎるとの理由で延長された。
同法の制定により、沖縄では初の戦争花嫁が誕生した。当時の沖縄で発行されていた『うるま新
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他方で、米兵と沖縄の女性との結婚は、米軍側では、好ましいものとして受け止められていなかっ











策 non-fraternization policy」（非宥和政策）をとっていたことがある 22。アジア人に対する差別意
識もあったのだろう。






































れり」とラジオニュースから知った 30。戦争の最中ではあるが 1944 年に川平氏は、ほとんどが医
学を目指したという（川平氏も含み）高等科理科乙類進学した。この時期、戦況は日本に悪く、台








1950 年に兄朝申氏の誘いで AKAR「琉球の声」のアナウンサーとなった。1953 年、ガリオア
留学生として留学した先はミシガン州立大学で、学内に放送局があったという。そのうえ教育テレ
ビジョンの実験局まで開設され、「学習意欲は増すばかりであった」。川平氏は、留学の目的に、沖
















1957 年 11 月 2 日の新聞に大きく取り上げられた
のが沖縄人男性、米国籍女性の結婚であった。アメ
リカ人向けの新聞にも大きく見出しに “America Girl 
Marries Okinawa Radio Announcer” と題し、二人の
結婚が報じられている。









性はアメリカ、カンザス州出身のワンダリー ウィーバー Wanderlee Weaver さんである。沖縄で
戦争花嫁第一号が生まれた 1947 年から 10 年たってからの出来事である。川平氏によると、その
後 10 年以上沖縄男子とアメリカの女性の結婚はなかったというから、当時二人の結婚がどれほど
（Morning Star でとりあげられた記事。 
川平氏より提供。）

































































なかった」39 と語った。それからワンダリーさんは、川平氏が復帰に伴って東京の NHK 勤務にな
るまでのおよそ 15 年を沖縄で暮らした。沖縄のアメリカ社会に浸かっての生活もできたが、彼女
は沖縄の人を夫としたのだから、沖縄の人との生活を大切にしたい、と実践した。一方、米軍基地
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